ビジュツカン ハクブツカン ワ ドコ ニ アル : ゲイジュツ カンショウ キカイ ノ チイキ (カク) サ ノ ブンセキ ニ ムケテ シャカイ ガクブ カイコウ 30シュウネン キネン ロンブンシュウ by 福井 一喜
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しかしながら，それは難しい作業である。そしてそれが，美術館・博物館の立地が等
閑視され，ケーススタディに留まらざるを得なかった理由でもある。なぜなら，美術



























































1955年 2015年 1955年 2015年 1955年 2015年
全国 100.0％ 100.0％ 100.0％ 100.0％ 2.7 9.9
地方圏 62.5％ 48.2％ 56.1％ 65.8％ 2.4 13.5
三大都市圏 37.5％ 51.8％ 43.9％ 34.2％ 3.2 6.5
　東京圏 17.4％ 28.4％ 21.3％ 17.3％ 3.3 6.0
　名古屋圏 7.7％ 8.9％ 5.4％ 6.0％ 1.9 6.6
　大阪圏 12.3％ 14.4％ 17.2％ 11.0％ 3.7 7.5
注：社会教育調査および国勢調査により作成。
美術館・博物館はどこにある？240














































全体 地方圏 三大都市圏 地方圏 三大都市圏
1960年代 12.3％ 15.2％ 8.5％ 58.3％ 41.7％
1970年代 11.5％ 11.6％ 11.5％ 61.0％ 39.0％
1980年代 16.7％ 18.1％ 14.6％ 62.5％ 37.5％
1990年代 9.2％ 10.0％ 7.7％ 63.5％ 36.5％
2000年代 6.1％ 5.7％ 6.9％ 64.1％ 35.9％
2010年代 0.3％ 1.7％ －2.1％ 65.1％ 34.9％
注：社会教育調査および国勢調査により作成。
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1 長野県（56）＊ 富山県（2.27）＊＊ 富山県（31.89）＊＊ 佐賀県（3）＊＊ 山形県（0.11）＊＊ 埼玉県（2.06）＊
2 北海道（51） 石川県（1.37）＊＊ 長野県（26.68）＊ 山形県（4）＊＊ 鹿児島県（0.12）＊＊ 東京都（2.15）
3 富山県（34）＊＊ 広島県（0.91） 石川県（22.53）＊＊ 香川県（4）＊ 青森県（0.13）＊＊ 大阪府（2.38）
4 神奈川県（30）＊ 神奈川県（0.91）＊ 山梨県（20.36） 鹿児島県（5）＊＊ 福島県（0.14） 京都府（2.68）＊
5 愛知県（29） 新潟県（0.87）＊＊ 福井県（17.79）＊ 青森県（5）＊＊ 佐賀県（0.15）＊＊ 鹿児島県（3.03）＊＊
6 東京都（29） 福井県（0.82）＊ 高知県（16.48） 鳥取県（5） 奈良県（0.15）＊ 神奈川県（3.29）
7 千葉県（28） 愛媛県（0.80）＊ 島根県（15.85） 奈良県（6）＊ 和歌山県（0.20）＊ 福岡県（3.53）
8 新潟県（26）＊＊ 東京都（0.74） 岩手県（14.06） 和歌山県（6）＊ 香川県（0.24）＊ 山形県（3.56）＊＊
9 石川県（26）＊＊ 岡山県（0.74） 愛媛県（11.55）＊ 京都府（7）＊ 埼玉県（0.24）＊ 佐賀県（3.60）＊＊
10 兵庫県（25） 山口県（0.74） 新潟県（11.28）＊＊ 宮崎県（7） 沖縄県（0.24） 青森県（3.82）＊＊
注 1 ：「＊＊」および網掛けは 3 項目に該当，「＊」は 2 項目に該当していることを意味する。
注 2 ：社会教育調査および国勢調査により作成。
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2 館しかない「S」も 1 館を有するなど，圧倒的な位置にある。
また，表 4 と表 3 を比較すると，表 3 で上位に頻出した諸県が表 4 で上位にあるとも


































26 東京（Ｓ：1 ，Ａ：4 ）
7 神奈川，長野
5 京都（Ｓ：1 ），大阪（Ａ：1 ），福岡（A：1 ）
3 奈良（Ａ：1 ），青森，宮城，茨城
2 埼玉（Ａ：1 ），千葉（Ａ：1 ），栃木，石川，山梨，静岡
1




















注 2 ： 観光資源台帳の種別名称が「博物館・美術館」に該当する施設のうち，大日本印刷社の「ミュージアムデー
タベース」に記載のない数軒（沖縄平和公園など）は含まない。
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名称 種類 所在地 実数 順位 実数 順位
ミュシャ展 国立新美術館 国立 東京 79 657,350 1 8,321 4
特別展覧会「国宝」 京都国立博物館 国立 京都 48 624,493 2 13,010 1
特別展「深海2017」 国立科学博物館 国立 東京 79 617,062 3 7,811 5
レアンドロ・エルリッヒ展 森美術館 私立 東京 135 614,411 4 4,551 14
興福寺中金堂再建記念特別展「運慶」 東京国立博物館 国立 東京 55 600,439 5 10,917 3
草間彌生 わが永遠の魂 国立新美術館 国立 東京 80 518,893 6 6,486 8
ディズニー・アート展 日本科学未来館 国立 東京 153 473,903 7 3,097 23
「怖い絵」展 上野の森美術館 私立 東京 72 414,006 8 5,750 9
ブリューゲル「バベルの塔」展 東京都美術館 公立 東京 67 379,527 9 5,665 10
ゴッホ展 巡りゆく日本の夢 東京都美術館 公立 東京 66 370,031 10 5,607 11
アルチンボルド展 国立西洋美術館 国立 東京 86 365,562 11 4,251 17
北斎とジャポニスム 国立西洋美術館 国立 東京 82 364,149 12 4,441 15
サンシャワー 国立新美術館，森美術館 国立，私立 東京 111 354,245 13 3,191 22
大英自然史博物館展 国立科学博物館 国立 東京 78 327,579 14 4,200 18
仁和寺と御室派のみほとけ 東京国立博物館 国立 東京 48 324,042 15 6,751 6
ボストン美術館の至宝展 東京都美術館 公立 東京 72 313,131 16 4,349 16
安藤忠雄展 国立新美術館 国立 東京 72 300,102 17 4,168 19
N・S・ハルシャ展 森美術館 私立 東京 128 300,043 18 2,344 27
ブリューゲル「バベルの塔」展 国立国際美術館 国立 大阪 80 278,723 19 3,484 20
「怖い絵」展 兵庫県立美術館 公立 兵庫 51 271,689 20 5,327 12
北斎 ―富士を越えて― あべのハルカス美術館 私立 大阪 40 266,118 21 6,653 7
ヨコハマトリエンナーレ2017 横浜美術館など 3 会場 公立など 神奈川 88 259,032 22 2,944 24
茶の湯 東京国立博物館 国立 東京 49 245,795 23 5,016 13
スケーエン：デンマークの芸術家村 国立西洋美術館 国立 東京 95 219,150 24 2,307 28
第69回 正倉院展 奈良国立博物館 国立 奈良 17 217,053 25 12,768 2
大エルミタージュ美術館展 森アーツセンターギャラリー 私立 東京 92 201,494 26 2,190 29
ジブリの大博覧会 大分県立美術館 公立 大分 59 194,567 27 3,298 21
レオナルド×ミケランジェロ展 三菱一号館美術館 私立 東京 88 182,480 28 2,074 30
古代ギリシャ ―時空を超えた旅― 東京国立博物館 国立 東京 80 199,567 29 2,495 26
THEドラえもん展 森アーツセンターギャラリー 私立 東京 69 182,014 30 2,681 25
注：Art Annual onlineにより作成。
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表 6 　2017年に開催された特別展来場者数上位30の主催者





毎日新聞社NHK京都放送局,   
NHKプラネット近畿
特別展「深海2017」 国立科学博物館 東京












「怖い絵」展 上野の森美術館 東京 産経新聞社，フジテレビジョン
ブリューゲル「バベルの塔」展 東京都美術館 東京 朝日新聞社，TBS，BS朝日








大英自然史博物館展 国立科学博物館 東京 読売新聞社，BS日テレ
仁和寺と御室派のみほとけ 東京国立博物館 東京 真言宗御室派総本山仁和寺，読売新聞社
ボストン美術館の至宝展 東京都美術館 東京 朝日新聞社，朝日放送，BS朝日
安藤忠雄展 国立新美術館 東京 TBS，朝日新聞社
N・S・ハルシャ展 森美術館 東京
ブリューゲル「バベルの塔」展 国立国際美術館 大阪 朝日新聞社，朝日放送，BS朝日
「怖い絵」展 兵庫県立美術館 兵庫 産経新聞社，関西テレビ放送，神戸新聞社
北斎 ―富士を越えて― あべのハルカス美術館 大阪
NHK大阪放送局，NHKプラネット近畿，
朝日新聞社
ヨコハマトリエンナーレ2017 横浜美術館など 3 会場 神奈川
横浜市，横浜市芸術文化振興財団，NHK，
朝日新聞社，横浜トリエンナーレ組織委員会
茶の湯 東京国立博物館 東京 NHK，NHKプロモーション，毎日新聞社
スケーエン：デンマークの芸術家村 国立西洋美術館 東京 スケーエン美術館，東京新聞








レオナルド×ミケランジェロ展 三菱一号館美術館 東京 日本経済新聞社
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域内部でのローカルな立地分布の分析が期待される。そこでは美術館・博物館だけでな
く，ギャラリーなども含めて分析できるデータベースの構築が必要である。また本稿で
部分的にふれた特別展について，その開催状況の空間的パターンを把握することも，芸
術鑑賞機会の検討という意味で今後求められよう。 
第二には，美術館・博物館やギャラリーにおける芸術鑑賞機会は，地域においていか
に生み出され，維持されるのか，そこにはいかなる地域差があるのかという問題である。
美術館・博物館が多い地域では，なぜ，いかにして多くなったのだろうか。魅力的な特
別展は東京や地方で，それぞれいかに生み出されるのだろうか。この問題には，個々の
地域の歴史，教育文化政策，地域経済構造などをふまえてローカルな状況を総合的に把
握し，地域間で比較しながら検討する，地理学的な視点が貢献できる。そして本稿はそ
の分析基礎を提供している。
いずれにせよ，芸術鑑賞機会には地域差があり，芸術をより容易かつ大量に鑑賞でき
る地域と，そうでない地域がある。ではこのような地域差は，「地域格差」として把握
することができるのだろうか，あるいはするべきなのであろうか。芸術作品は本来，そ
れぞれの客観的価値を統一基準のもとで比較することが難しい。この原則に基づけば，
例えば，仮に地方では東京のように世界的な知名度を持つ作品を容易に鑑賞しにくいと
しても，東京では，地方のその地域でしか鑑賞できない作品を容易には鑑賞できないた
め，地方と東京で芸術鑑賞機会に地域差はあるが，それを格差とはいえない。
しかし今日では，芸術鑑賞機会はクリエイティブ・クラスや知識労働者の集積と成長
を促進する先進国大都市の有力なアメニティのひとつとして位置づけられている。地域
において，もはや芸術は芸術のみとして単独で存在しえず，社会的にも政治的にも，そ
して経済的にも関係づけられた存在であり，ときに地域経済や都市社会の趨勢そのもの
を左右しうる要素としてみなされている。こうした文脈のもとでは，芸術鑑賞機会の地
域差を地域格差として位置づける視点が必要なのかもしれない。この問題には，芸術鑑
賞機会を観光サービスという商品として位置づけ，その生産と消費を空間的に説明する，
経済地理学と観光地理学を止揚した議論が必要となろう。 
